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１．「休暇」には、有給休暇と無給休暇がある。
・有給休暇とは、任命権者に届け出て、又は任命権者の承認を得て、正規の勤務時間中に給与の支
給を受けて勤務しない休暇である。＜年次休暇、病気休暇、特別休暇＞

・無給休暇とは、任命権者（県費負担教職員については、市町村教育委員会）の承認あるいは許可
を受けて、正規の勤務時間中に給与の支給を受けないで勤務しない休暇である。＜介護休暇、組
合休暇＞ (給与条例第４１条)

２．年次休暇をとろうとするときは年次休暇簿を、病気休暇又は特別休暇を受けようとするときは、
病気・特別休暇承認申請書を、予め任命権者（県費負担教職員については、市町村教育委員会）
に提出しなければならない。やむを得ず届出又は承認を求められない場合は、その理由を付して
遅滞なく届出又は承認を得なければならない。 （給与条例施規第８０条）

３．市町村立学校の職員は、年次休暇簿は校長に届け出る。また、病気休暇又は特別休暇は校長が承
認する。 （市町村教育委員会の定める小中学校管理規則）

種別 休暇の種類 参照法令

１．年次休暇（要届出） 給与条例 給与条例
歴年に２０日与えられ、その年にとらなかった日数があると 規則

有 きは、翌年に繰り越してとることができ、1 日又は半日もしく
は１時間を単位として与えられる。（年の中途において新規に 第４１条 第７２条
採用された職員は下表のとおり。ただし、割愛採用者について 第７３条

給 は前年分も参入することができる。）
学校教育活動の正常な運営に支障を及ぼすと認める場合には 第４２条 第８０条

校長は時季を変更することができる。
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２．病気休暇（要承認） 第７４条
期間は、療養のため勤務しないことがやむを得ないと認めら 第４１条 第７８条

暇 れる必要最小限度の期間とする。 第４３条 第８０条

３．特別休暇（要承認） 第７５条
日又は時間を単位として与えられる。 第４１条 第７８条

（この休暇に該当する場合及びその期間は、別表２〔6-1-2〕に示す。） 第４４条 第８０条

４．介護休暇（要承認）
無 介護を必要とする一の継続する状態ごとに、連続する６月の 第４１条 第７６条

期間内において必要と認められる期間とし、日又は時間単位で 第７９条
給 与えられる。 第４５条 第８１条
〔６－２ 介護休暇参照〕
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５．組合休暇（要許可）

暇 登録された職員団体の規約に定める執行機関、議決機関等の 第４１条 第７７条
構成員として当該機関に従事する場合に与えられる。
歴年につき３０日以内で、日又は時間単位で与えられる。 第４６条 第８２条
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在 職 期 間 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 １年
まで まで まで まで まで まで まで まで まで まで まで まで

年次休暇日数 ２ ３ ５ ７ ８ １０ １２ １３ １５ １７ １８ ２０

６－１－１


